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 要  旨  
CrB2は86Kで遍歴電子タイプの反強磁性体に転移する。Liuら[1]はCrB2の遍歴電
子タイプの反強磁性はCrの遍歴電子反強磁性と同様のメカニズム、即ちフェルミ
面のネスティングによるスピン密度波（SDW）の安定化、で起こるのではないか
と予測た。バンド計算を行いフェルミ面を求め、一般化された帯磁率をc軸に沿っ
て計算し、波数が0.26τ001のSDWが存在することを示唆した。しかしその後に行わ
れたFunahashi等[2]の中性子回折の実験は、[110]方向にサイクロイド型の反強磁性
が存在し、その波数は0.285τ110(=0.64a.u.)であることを示し、Liuらの予測とは異
なっている。τ001とτ110は[001]および[110]方向の逆格子ベクトルである。  
本研究では、CrB2がCrと同様なメカニズムで反強磁性転移を起こすのであれば、
常磁性状態のCrB2のフェルミ面の形状の一部に[110]軸に垂直な対向する平行平
面が含まれているはずであると考え、室温でもフェルミ面の観測可能なコンプト
ン散乱法を用いて、CrB2のフェルミ面の観測を試みた。コンプトン散乱法は、コ
ンプトンプロファイルと呼ばれる電子運動量密度の2つの運動量成分について積
分された1次元電子運動量密度分布を測定するものである。多数の結晶方位に沿っ
てこれを測定し、直接フーリエ変換法と呼ばれる方法で3次元電子運動量密度分布
を再構成し、LCW畳込み法を用いて還元第一ブリルアンゾーン内の電子占有密度
に変換することでフェルミ面を求めることができる。  
実験ではフローティングゾーン法で作られた単結晶から[100], [110], [101], 
[111] 及び  [001]を法線方向とする5個の試料を用意した。これらの試料を用いて
38個の独立した方位に沿ってコンプトンプロファイルの測定を行った。測定は
KEK-PFのAR-NE1ビームラインに設置されているコンプトン散乱スペクトロメー
ターを用いて行った。測定したプロファイルから3次元電子運動量密度分布を再構
成するプログラムおよびLCW畳込み法のプログラムは、既存のものがなかったた
めに新たにC言語を用いて作成した。プログラムが正常に動作することを自由電
子気体モデルの球状のフェルミ面が再現されることによって確認した。  
得られた還元第一ブリルアンゾーン内の電子占有密度からΓ点にはホールがあ
り、K点、L点及びA点に電子面があることが明らかになった。これらのフェルミ
面のうちネスティングの可能性を持つのはK点の電子面である。測定の分解能が
十分に高くないためにこの電子面の定量的な寸法は決定出来なかったが、占有密
度を表す等高線の形状から、K-M-K軸（逆格子空間の[110]方向）に垂直な平面と
K-H軸（逆格子空間の[001]方向）に垂直な平面で囲まれた”おむすび”形である
ことが読み取れる。しかし、K-M-K軸に垂直な平行平面の間隔は0.54a.u.で、中性
子回折の結果（0.64a.u.）よりも小さい。また、全体として上記のバンド計算の結
果とも一致しない。Crの欠損によるフェルミ準位の変化が原因として考えられる。
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